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モータ自動計測システム

1  まえがき
当社では、小形モータの負荷特性測定を自動化するため、

パーソナルコンピュータ（PC）を利用したモータ自動計

測システムを運用してきた。

しかし、開発から長年経過しシステムが老朽化してきた

ため、再構築が必要となった。特に、PCの処理性能は著

しく向上し、搭載されるオペレーティングシステム（OS）

もMS-DOSからWindowsへと変った。そのため、当時、

MS-DOS上で開発した自動計測ソフトウェアが最近のPC

では対応できなくなり、新たなソフトウェアの開発が必要

となった。

そこで、自動計測を基本機能とし、測定データのデータ

ベース登録など新たな機能を追加したソフトウェアを開発

するとともに、ハードウェアも一新したモータ自動計測シ

ステムを構築したので紹介する。

2  システムの構成
本システムは図1に示すように、モータの負荷特性を計

測するためのトルク計測部と入力･電流･電圧計測部、自動

計測を行うための計測用PCおよびデータベースサーバな

どから構成される。

測定対象モータは、旧システムではクマトリモータとコ

ンデンサモータのみであったが、今回のシステム構築に伴

い、三相インダクションモータおよびシリースモータも測

定できるようにした。

本システムのために開発したソフトウェアは、表1に示

すように、計測用PCに搭載されるモータ自動計測ソフト

ウェアとデータベースサーバに搭載される測定データ検索

ソフトウェアである。また、データベースには、

PostgreSQLを採用した。

3  システムの特長
本システムの特長は次のとおりである。

①基本機能：モータのトルク、入力、電圧、電流の測定

および出力、力率、効率の算出。

②データベース接続：モータの種類、測定条件、測定日

時などにより測定データ（ファイル）を検索することが

可能。

③ドキュメントの標準化：測定結果（表とグラフ）をPDF

化。

④ネットワーク化：登録データは、社内LANに接続され

たPC からブラウザにより閲覧可能。

⑤操作性：グラフィカルユーザーインターフェース（GUI）

の導入により操作性が向上。
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図１　システム構成 図２　測定画面
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なお、本文中では、TM、Rマークは明記していません。
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計測用PCは、図 2に示すように測定結果としてトルク

カーブをリアルタイムで表示する。

また、データベースへは、計測回数毎に測定日時、測定者、

測定条件の各データを登録する。これらの測定データは、

CSV 形式およびPDF 化しディレクトリに保存している。

登録された測定結果は、Webブラウザを通して閲覧する

ことができる。閲覧者は図3に示す検索画面から、モータ

の種類、機種番号、日付などをキーとしてデータ検索する

ことができるので、必要とする測定データを簡単に探すこ

とができる。

また、図4に示す検索結果詳細画面からは、巻線仕様な

ど詳細な設計仕様の情報が得られるようにし、測定データ

を設計に反映しやすくした。

測定結果は、図5に示す表およびグラフをPDF形式のフ

ァイルでダウンロードできるので、印刷すれば報告書など

にそのまま添付できる。

4  あとがき
本システムは、導入後すでに半年以上が経過し、品質保

証検査や試作試験など様々な用途に利用されている。

今後は、ブラシレスDCモータにも対応するなど測定対

応機種の幅を広げて行く予定である。

図４　検索結果詳細画面

図５　測定結果出力例

図３　検索画面


